
リスク評価表（衛生管理）

農場名・氏名 品目 【汚染別】

作成者 承認者

作成年月日 承認年月日

評価項目
農産物取扱工程

（器具や施設を含む）
場所（圃場等） 危害要因(リスク要因) 危害

危害の
大きさ

D

発生
頻度
P

リスクの
大きさ
D×P

リスク低減対策

収穫
収穫物やコンテナを地面に直
接置く。

収穫物が土で汚染され
る。

収穫 くわえタバコで作業した。
タバコの灰や吸い殻等が
混入する。

収穫
作業終了時に持ち物の確認
をし忘れた。

手袋やハサミ等が混入す
る。

運搬 覆いをせずに運搬した。
鳥の糞や雨などが収穫物
に付着する。

調製
照明の蛍光灯が突然、割れ
た。

ガラス片等が混入する。

収穫
隣にある落花生圃場で作業
後に続けて収穫作業した。

収穫物にアレルゲンが付
着して、アレルギーの発
症、商品回収

収穫
農薬散布後の圃場で作業し
た後、続けて収穫した。

農薬や重金属(銅剤等)に
よる収穫物の汚染

調製
燃料保管場所が動線の途中
にある。

油が付着する。

調製 すぐ隣に農薬保管庫がある。
農薬の交差汚染が起き
る。

収穫
トイレ後に手を洗わずに作業
を再開した。

O157、リステリア菌等の
病原菌が付着する。

調製
トイレ後に手を洗わずに作業
を再開した。

O157、リステリア菌等の
病原菌が付着する。

保管
小動物等が農産物保管場所
に出没した。

O157、リステリア菌等の
病原菌が付着する。また、
糞便や毛等の混入が起き
る。

更新年月日 更新者 ※毎年1回以上、定期的に見直して、必要に応じて更新する。

承認年月日 承認者 ※危害要因(リスク要因)の大きな変化があった場合は、その都度見直し、更新する。

更新内容

農産物に対す
る微生物学的

汚染

農産物に対す
る物理的汚染

農産物に対す
る化学的汚染
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リスク評価表（衛生管理） ※毎年1回以上、定期的に見直して、必要に応じて更新する。 【工程別】

※危害要因(リスク要因)の大きな変化があった場合は、その都度見直し、更新する。

農場名・氏名 品目

作成者 承認者

作成年月日 承認年月日

栽培～収穫直前まで

主な対象 危害要因(リスク要因) 危害
危害の
大きさ

D

発生
頻度
P

リスクの
大きさ
D×P

リスク低減対策

作業者
収穫物やコンテナを地面に直
接置く。

収穫物が土で汚染される。

作業者の服
装、所持品

くわえタバコで作業した。
タバコの灰や吸い殻等が混入
する。

飲食／喫煙
作業終了時に持ち物の確認
をし忘れた。

手袋やハサミ等が混入する。

農産物取扱い 覆いをせずに運搬した。
鳥の糞や雨などが収穫物に
付着する。

野生生物
照明の蛍光灯が突然、割れ
た。

ガラス片等が混入する。

収穫・農産物取扱い作業

主な対象 危害要因(リスク要因) 危害
危害の
大きさ

D

発生
頻度
P

リスクの
大きさ
D×P

リスク低減対策

収穫作業
トイレ後に手を洗わず、作業
を再開した。

O157、リステリア菌等の病
原菌が付着する。

収穫作業
隣にある落花生圃場で作業
後に続けて収穫作業した。

収穫物にアレルゲンが付着し
て、アレルギーの発症、商品
回収

収穫作業
農薬散布後の圃場で作業し
た後、続けて収穫した。

農薬や重金属(銅剤等)によ
る収穫物の汚染

圃場→調製場
への運搬

覆いをせずに運搬した。
鳥の糞や雨などが収穫物に
付着する。

調製

選抜

包装

保管
小動物等が農産物保管場所
に出没した。

O157、リステリア菌等の病
原菌が付着する。また、糞便
や毛等の混入が起きる。

調製場→納品
先への運搬

燃料保管場所が動線の途中
にある。

油が付着する。

更新年月日 更新者

承認年月日 承認者

更新内容
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評価 1 2 3

規模・是正不能性
（一人当たりの被害
の重篤さ）

「影響が軽微、
軽い不快感」

から
「多少の影響がある

不快感」

「明らかに問題がある」

「リカバリに時間を要する」
から

「リカバリ困難または
不能、障害や後遺症が残る

または死に至る」

評価 1 2 3

過去に事象が発生し
たか？

5年以上
実績なし

1年以上
実績なし

１年以内に
実績あり

危害の大きさ

発生頻度
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